



















Effects of “Approval” on Academic Self-Efficacy among Undergraduates 
 
Shigenori KUSUOKU 
Faculty of Current Business, Nagoya Sangyo University 
 
Abstract: The number of undergraduates who experience academic anxiety and lack of academic motivation 
is increasing. Anxiety negatively affects academic motivation. According to a recent study, enhancing 
academic self-efficacy among undergraduates means reducing academic anxiety and the lack of academic 
motivation. Although one study (Kusuoku & Nakano, 2015) discusses how to enhance academic self-efficacy 
from the viewpoint of problem-based learning, there are no studies on this topic that examine the role of 
lectures. This study aimed to explore the methods of enhancing academic self-efficacy during lectures, 
specifically focusing on the effects of instructor approval. We examined the following hypothesis: Instructors of 
undergraduate students are able to enhance academic self-efficacy during lectures by showing their 
approval of the students. To verify the hypothesis, a program entitled “University Teacher Approval of 
Undergraduate Students” was conducted over two lectures. The results of our study support our hypothesis.  




































































































































































研究対象者は，2018 年度前期に小規模私立 A 大
学（注 4 で開講された座学中心の経営学関連の授業
a（履修者 123 名；1 年生 59 名，2 年生 46 名，3
年生 15 名，4 年生 3 名）と，授業 b（履修者 66





に，次の 3 つのステップを踏んだ。まず，第 1 講
で事前調査（授業 a は 2018 年 4 月 18 日，授業 b









ある場合」4 点までの 4 件法で求めた。 












? そして，第 15 講の事後調査（授業 a は 2018 年
7 月 18 日，授業 b は 2018 年 7 月 26 日に実施）で
は，前述した尺度を用いて学業セルフ・エフィカ
シーを測定した。また，「4 月 25 日〜7 月 11 日の













次の 2 ステップを踏む。まず，小規模私立 A 大学
で測定した学業セルフ・エフィカシーのデータ（n 
= 74）に，大規模私立 B 大学で測定した学業セル
フ・エフィカシーのデータ（n = 127；2013 年度後
期に実施）を加え，因子分析（主因子法，プロマ












で得られた大規模私立 B 大学の学業セルフ・エフ 
ィカシーのデータ（n = 127）を加え，因子分析（主
因子法，プロマックス回転；n = 201）を行った。
固有値 1 以上を基準に，また，因子負荷量 0.35 を
基準に項目を選択したところ，2 因子が抽出され








フ・エフィカシー」（α = 0.75）と解釈した。 




相関係数は，事前調査が r = 0.57，事後調査では r 
= 0.58 であった。 
 
表 ??各変数の平均値・標準偏差?
事前 事後 事前 事後
学業計画・遂行セルフ・エフィカシー ????? ????? ???? ????
試験対処セルフ・エフィカシー ???? ???? ???? ????
学業計画・遂行セルフ・エフィカシー ????? ????? ???? ????
試験対処セルフ・エフィカシー ???? ???? ???? ????
平均値 標準偏差
経験あり
（?  = 37）
経験なし







群を被験者間要因とする 2×2 の 2 要因混合計画
の分散分析を行った（表 5）。分散分析の結果，交
互作用が有意であった（F (1，72) = 6.43，p ＜.05，
偏 η2 = 0.08）。交互作用が有意であったため，単純
主効果の検定を行ったところ，「経験あり」におけ
る前後の単純主効果が有意であった（F (1，72) = 
10.84，p ＜.01，偏 η2 = 0.13）。「経験なし」におけ
る前後の単純主効果は有意ではなかった（F (1，
72) = 0.09，n.s.，偏 η2 = 0.001）。図 1 に，学業計画・
遂行セルフ・エフィカシー得点の変化を示す。 
表 ??因子分析結果（主因子法，プロマックス回転）?
???????? ???????? 共通性 固有値
学業計画・遂行セルフ・エフィカシー（ α  = 0.86）
先生に研究計画について相談すること。 ???? ????? ????
研究テーマに必要な情報を得るために、先生を利用すること。 ???? ???? ????
自分の興味のある学問や研究テーマについて、分からないことがあった場合、先生を利用すること。 ???? ???? ????
研究テーマを見つけるのに必要な情報を得るために、専門書・論文などの文献を利用すること。 ???? ????? ????
CiNiiなどの学術情報データベースを使って、自分の研究に必要な文献（論文や本）を見つけること。 ???? ???? ????
卒業論文、あるいは、卒業研究で、どのようなテーマについて取り組みたいのか、はっきりさせること。 ???? ????? ????
興味のない授業でも、興味がもてるように工夫すること。 ???? ???? ????




自分の興味のある学問を見つけること。 ???? ???? ????
試験対処セルフ・エフィカシー（ α  = 0.75）
レポート試験にうまく対処すること。 ????? ???? ????















要因とする 2×2 の 2 要因混合計画の分散分析を行
った（表 6）。分散分析の結果，交互作用は有意で
はなかった（F (1，72) = 1.25，n.s.，偏 η2 = 0.02）。?
?
表 ??分散分析結果（?）?
df MS F p η p 2
1.00 476.29 11.54 0.001 0.14
72.00 41.29
 
1.00 70.99 4.50 0.04 0.06

























df MS F p η p 2
1.00 4.57 1.78 0.19 0.02
72.00 2.57
1.00 5.86 3.15 0.08 0.04
1.00 2.32 1.25 0.27 0.02
72.00 1.86

















































































2) 先行研究に基づき 23) 24)，本研究では相関係数
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